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目的 腫瘍を切除する際の切除マージンの認識の違いについて 
データソース 専門家の意見 
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

病理学者 11 人と形成外科医 25 人が対象。病理医が腫瘍の側方断端

を診断するための切り出しの仕方からすでに個人差があった。また、

「腫瘍の浸潤は断端に近い」という報告をうけたときの外科医の理解

にも個人差がある。腫瘍の違いによっても外科医の対応は異なってお

り、有棘細胞癌が断端近くに見られれば一般に追加切除を行うが基底

細胞癌では行われなかった。また、病理医が切除断端フリーと報告し

た場合、それを外科自身も顕微鏡的に確認するかどうかにも意識の差

がみられた。 
 

結論 

腫瘍の切り出し方や、断端の評価、表現の仕方にはルールが必要で、

外科医と病理医の間の意思の疎通を密にすることは重要である。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ VI ） 
Mohs microsurgery と通常の切除では断端の形状も病理学的検索の

方法も異なっていることを指摘しているが、それ以前に、病理医の中

でも、また外科医の中でも、標本の取り扱いや言葉の使い方の統一が

とれていないというような根本的な問題を取り上げていることは興

味深い。ただ、あまりこれにとらわれると現場は混乱する 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


